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た
。
浜
岡
原
子
力
発
電
所
1
号
機
か
ら

5
号
機
ま
で
地
元
の
理
解
を
得
な
が
ら

建
設
を
進
め
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
原
子
力
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
則
り
安

全
性
を
前
提
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定

供
給
、
経
済
効
率
性
の
向
上
、
環
境
へ

の
適
合
を
基
本
的
な
視
点
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
多
様
な
電
源
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組

み
合
わ
せ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク

ス
」
が
必
要
で
あ
り
、
原
子
力
は
ベ
ー

ス
ロ
ー
ド
電
源
と
し
て
、
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
な
電
源
で
す
。

原
子
力
対
策

特
別
委
員
会

総
合
開
発
計
画
策
定

特
別
委
員
会

・
浜
岡
中
学
校
校
舎
改
築
工
事
進
捗
状

況
に
つ
い
て

工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
予
定
進
捗
率
マ
ス
タ
ー
工
程
で
管

理
し
、
現
在
遅
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
工

事
の
変
更
点
で
す
が
、
電
気
エ
ア
コ
ン

を
全
館
に
設
置
す
る
と
い
う
業
者
提
案

で
し
た
が
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど

を
考
え
て
、
ガ
ス
エ
ア
コ
ン
に
変
更
し

ま
す
。
ま
た
、
自
転
車
置
き
場
は
、
Ｒ

Ｃ
の
2
階
建
て
で
提
案
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
地
盤
調
査
な
ど
の
結
果
、
木
造

平
屋
建
て
と
い
う
形
に
変
更
し
ま
す
。

そ
の
他
、
浜
岡
中
学
校
卒
業
の
朝
比
奈

出
身
の
増
田
幸
雄
さ
ん
作
製
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
を
校
舎
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
設
置

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
進

捗
状
況
に
つ
い
て

建
屋
の
工
事
の
入
札
が
1
回
不
調
に

な
り
再
入
札
と
い
う
こ
と
で
、
工
事
の

工
程
が
1
カ
月
ず
れ
ま
し
た
が
、
3
月

末
に
は
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。尚
、

旧
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
機
械
を
移
設
し
て

給
食
提
供
は
令
和
3
年
9
月
か
ら
と
な

り
ま
す
。

令
和
２
年
６
月
19
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課
よ
り
「
浜

岡
原
子
力
発
電
所
の
立
地
申
し
入
れ
か

ら
現
在
ま
で
」
と
題
し
発
電
所
の
歴
史

を
、
そ
し
て
中
部
電
力
㈱
よ
り
、
浜
岡

原
子
力
発
電
所
立
地
の
経
緯
な
ど
に
つ

い
て
以
下
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

１　
発
電
所
の
歴
史

２　
原
子
力
発
電
所
立
地
の
経
緯

昭
和
30
年
代
か
ら
の
電
力
需
要
に
応

え
る
べ
く
、
原
子
力
発
電
を
含
め
た
多

様
な
電
源
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

議
会
広
報

特
別
委
員
会
か
ら

委
員
が
新
し
い
メ
ン
バ
ー
に
な
り

ま
し
た

本
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た
臨
時

議
会
で
広
報
委
員
に
選
任
さ
れ
た

新
メ
ン
バ
ー
で
す
。
こ
れ
か
ら
市

議
会
だ
よ
り
を
発
行
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
開
か
れ
た
議
会

情
報
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

新しい委員の紹介
後
列委

員
川
口
純
男

委
員

名
波
和
寛

委
員

齋
藤
佳
子

委
員

二
俣
秀
明

前
列副

委
員
長

丸
尾
　
忠

委
員
長

櫻
井
　
勝

委
員

鈴
木
克
己

エネルギーミックス

昭和 42年 立地申し入れ
昭和 46年 安全協定締結
昭和 51年 1号機運転開始
昭和 53年 2号機運転開始
昭和 62年 3号機運転開始
平成 5 年 4号機運転開始
平成 17年 5号機運転開始

平成 23年 内閣総理大臣の要請を受
け全号機停止

平成 23年～現在 安全性向上対策実施中


